
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２８年１０月分） 

平成２８年１１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●地方選挙の実施（２日） 

 暫定結果によると、地方選挙の投票率はＢ

Ｈ全体で５３．８８％（ＢＨ連邦５０．６１％、ＲＳ

５９．４９％、ブルチュコ特別区４９．１５％）。Ｂ

Ｈ連邦では民主行動党（ＳＤＡ）と「より良き将

来のための連合（ＳＢＢ）」の連合が、ＲＳでは

社会民主主義者連合（ＳＮＳＤ）が最も優勢な

政党となった。 

 ストラツ市では、市長候補と地方選挙管理委

員会の間で投票手続について諍いがあり、市

長候補が暴行を振るったとの疑いにより、同

市における選挙が休止となり、再開の見込み

が立たない事態となった。当該事件は、当局

による捜査中。 

 スレブレニツァ市では、グルイチッチ候補（セ

ルビア系）が現職のドゥラコビッチ候補（ボシュ

ニャク系）の優勢に立ったことが報じられた。Ｓ

ＤＡやドゥラコビッチ候補は、選挙手続に不正

があったとして選挙のやり直しを求めたが、Ｂ

Ｈ中央選挙管理委員会や各裁判所はこれら

の申立てを棄却。最終結果の確定により、グ

ルイチッチ候補の新市長就任が決定した。 

 

●チョービッチＨＤＺ・ＢｉＨ党首がストラツ市を

訪問（８日） 

 チョービッチ・クロアチア民主同盟ＢｉＨ（ＨＤ

Ｚ・ＢｉＨ）党首（ＢＨ大統領評議会メンバー）は、

ストラツ市を訪問し、２日に実施された同市の

地方選挙の際に起こった暴行事件について説
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明を受けた。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●交通の安全を求める抗議活動（１１日） 

 暴走車両によって女学生２人が亡くなった事

故を受け、市民が事故現場となったとサラエ

ボ・カントン警察署前で抗議活動を実施。厳正

な取り締まりと警察署長の辞任を要求した。 

 事故の容疑者はセルビアに逃走したところ、

現地警察により逮捕された。 

 

●ＢＨ連邦議会がＩＭＦによる融資受入れを承

認（１８日） 

ＢＨ連邦議会は、ＢＨ全体に対する融資の３

分の２にあたる７億２，０００万ＫＭ（約３億６，

８００万ユーロ）の受入れを承認した。 

ＩＭＦの拡大信用供与措置（ＥＦＦ）による第

一回の送金は既にＢＨ中央銀行の口座に送

金されており、ＢＨ連邦議会による承認はこれ

を追うかたちとなった。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会が住民投票に関する報告を採

択（１１日） 

 採択は、出席した議員６９名（非セルビア系

議員らは欠席）による全会一致で行われた。

報告によると、住民投票は投票率５５．７８％、

１月９日が「ＲＳの日」であることに賛意を示し

たのは９９．８１％で、その結果は有効。同結

果はＲＳ官報に掲載される。ＲＳ政府には６ヶ

月以内に住民投票の結果を履行することが課

される。 

 同決議に対しては、ＲＳ民族評議会のボシュ

ニャク系議員らは、これに対して「民族の死活

的利益（ＶＮＩ）」に基づく拒否権の申立てを行う

意向を示していたが、同決議は、ＲＳ民族評議

会に審議の時間を与えず、１０月１２日にＲＳ

官報に掲載された。法律上、ＲＳ国民議会が

審議する全ての文書は、官報掲載前にＲＳ民

族評議会による審議を経ることが必要。 

  

●ＲＳ国民議会が設立２５周年記念会合を実

施（２４日） 

 同会合では、複数の人物及び組織に対して

表彰を行ったが、その中には、旧ユーゴ国際

刑事裁判所（ＩＣＴＹ）で戦争犯罪により有罪判

決を受けたカラジッチ初代ＲＳ大統領、プラブ

シッチ元ＲＳ大統領及びクライシュニク初代Ｒ

Ｓ国民議会議長らが含まれ、ＲＳ内ボシュニャ

ク代表や市民社会組織から強い批判を受け

た。 

 

●ＲＳ国民議会が「ＲＳの日に関する法律」を

採択（２５日） 

 ＲＳ国民議会は、緊急手続により「ＲＳの日

に関する法律」案を採択。同法案は、従来通り

１月９日を「ＲＳの日」として設定する一方、こ

れを非宗教的な祝日であると規定、詳細はＲ

Ｓ政府の決定に従うとした。 

 同法案は、２１日にＲＳ政府が採択した。 

  

２．外政 

（１）国際機関、フォーラム 

●ＥＵ理事会がＢＨに関する決議を採択（１７

日） 

 決議において、ＥＵ理事会は、単一、結束し

た主権国としてのＢＨによるＥＵ加盟への支持

を再度表明した。同理事会は、ＲＳにおいて実

施された住民投票について、不必要な緊張を

生み、法の支配に挑戦するものであり、遺憾
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との立場を示した。改革アジェンダの効果的な

履行等によるＢＨのＥＵ加盟プロセスへの取

組の継続、特に司法の機能化、腐敗及び組織

犯罪の撤廃、急進化及びテロとの戦いへの取

組を示すよう要請した。また、ＥＵ理事会は、Ｅ

Ｕ特別代表に対して、加盟国がＥＵ部隊の将

来的な方針を議論するため、１７年秋に戦略

計画を提出するよう求めた。 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長及びベ

バンダＢＨ財務相のワシントン訪問、ランノイＩ

ＭＦ理事やミュラー世界銀行副総裁らと会談

（７日） 

 ７日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、

ＩＭＦによる融資は資金的側面だけではなく、Ｂ

Ｈの全レベル当局による構造改革を促すため、

重要であると述べた。同人は、ＢＨ閣僚評議

会が趣意書（letter of intent）に記された事項

について必要な措置を取ることを伝えた。ベバ

ンダＢＨ財務相は、１７年度予算の策定プロセ

スに入っていることを伝えた。ランノイＩＭＦ理

事らは、ＢＨによるこれまでの進展を評価した。

会合には、ソフティッチＢＨ中央銀行総裁、ノ

バリッチＢＨ連邦首相、ツビヤノビッチＲＳ首相、

ミリチェビッチＢＨ連邦財務相及びテゲルティ

ヤＲＳ財務相らが同席した。 

 ８日、一行はミュラー世界銀行副総裁らと会

合を行い、世銀側からは、現状の事業実施状

況に対する満足の意が伝えられた。また、ＢＨ

によるＥＵ加盟候補申請の提出に対する祝意

が伝えられた。ズビズディッチＢＨ閣僚評議会

議長は、ＢＨに国外からの投資を呼び込み、

同国の競争力を高めるために鋭意取組を行っ

ていることを伝えた。会合では、銀行の改革、

中小企業の発展、保健分野及びエネルギー

の効率化事業について協議された。 

 

●岸外務副大臣のＢＨ訪問、イゼトベゴビッチ

ＢＨ大統領評議会議長との会談等（８日及び９

日） 

 岸信夫外務副大臣は、日ボスニア・ヘルツェ

ゴビナ外交関係２０周年の機にＢＨを訪問、８

日にはイゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議

長との会談を実施した。イゼトベゴビッチＢＨ

大統領評議会議長からは、ＢＨがＥＵ及びＮＡ

ＴＯ加盟に向けた取組や、ＢＨの政治経済情

勢、域内の投資プロジェクト等について説明

があった。岸外務副大臣は、ＢＨのＥＵ加盟に

向けた進展を歓迎すると共に、将来的な日本

からの対ＢＨ投資の拡大への期待を表明し、

ＢＨとの友好関係の維持への関心を伝えた。 

 ９日、岸外務副大臣はモスタルにおける平

成２６年度草の根文化無償資金協力「スポー

ツ活動を通じた地域融和のためのモスタル市

スポーツセンター改修計画」の引渡式に出席。

同開会式には、ブルキッチＢＨ外務副大臣や、

オシム元サッカー日本代表監督らも出席し

た。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーのベ

オグラード訪問、ブチッチ・セルビア首相との

会談（１３日） 

 両名の会談では、ＢＨの政治情勢及び民族

間関係が話題となり、ブチッチ・セルビア首相

は、域内の安定と善隣関係の維持の重要性

を強調し、ＲＳ及びＢＨ全土のセルビア系住民

のためにも、ＢＨとの最良の関係を希求したい

と述べた。イバニッチＢＨ大統領評議会メンバ

ーは、セルビアに逃走した交通事故容疑者の

迅速な逮捕への謝意を伝えた。 
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●イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長のテ

ヘラン訪問、ローハニ・イラン大統領との会談

（２５日） 

 両者の会談では、二国間の政治及び経済的

関係の強化について協議した。ＢＨにおける

投資の機会に関して、ローハニ・イラン大統領

は、ＢＨによるイラン国民に対する査証自由化

の必要性を指摘した。会談では、対イラン制

裁の終了によって更なる対話の機会が得られ、

平和と安定、域内情勢の改善につながること

への期待が表明された。両者は、テロ及び過

激主義との戦いについても協議し、この点に

ついての協力に同意した。 

 イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議長には、

シャロビッチＢＨ閣僚評議会副議長（副首相）

兼対外貿易・経済関係相及びツルナダクＢＨ

外相が同行した。 

 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のＢＨ訪問、

ＢＨ閣僚評議会、ＢＨ大統領評議会等との会

談（２８日及び２９日） 

 プレンコビッチ・クロアチア首相は、就任後初

の外遊としてＢＨを訪問。ズビズディッチＢＨ閣

僚評議会議長（首相）に迎えられ、ＢＨ閣僚評

議会やＢＨ大統領評議会（イゼトベゴビッチＢ

Ｈ大統領評議会議長及びチョービッチＢＨ大

統領評議会メンバー）と会談を行った。これら

の会談では、ＢＨのＥＵ及びＮＡＴＯ加盟に向

けたクロアチアからの支援や、今後のクロアチ

ア外交におけるＢＨの高い優先度が伝えられ

た。また、同首相は、ＢＨにおけるクロアチア

系の他構成民族との同権に関心を払っている

ことを表明した。プレンコビッチ・クロアチア首

相は、１６年中にＢＨ閣僚評議会とクロアチア

政府による合同閣議を実施することに言及し

た。 

 プレンコビッチ・クロアチア首相は、そのほか、

カバゾビッチ・イスラム協会指導者やプリッチ・

カトリック教会枢機卿らと会談し、サラエボの

ほか、キセリャク及びモスタルを訪問した。 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年８月のＢＨ

全体の雇用者数は７２７，２５５人。同月の失

業者数は５２０，５６５人で失業率は４1．７％

（前月比０．１％増）となった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年９月のＢＨ

における平均給与は８３７ＫＭ（約４２８ユーロ）

となった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月の消

費者物価指数は平均で前月比０．８％の増

加。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１月から９

月のＢＨの輸出額は６８億６，１９４万ＫＭ（約３

５億８４５万ユーロ）、輸入額は１１８億１，３２３

万ＫＭ（約６０億４，０００万ユーロ）となった。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら９月）：①ドイツ（１１億１，８１２万ＫＭ／約５

億７，１６９万ユーロ）、②イタリア（８億３，１４６

万ＫＭ／約４億２，５１２万ユーロ）、③クロアチ

ア（７億２，２４７万ＫＭ／約３億６，９３９万ユー

ロ）、④セルビア（５億７，３４０万ＫＭ／約２億

９，３１７万ユーロ）、⑤オーストリア（５億５，０



ボスニア・ヘルツェゴビナ情勢月報（平成２８年１０月） 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

5 

 

５２万ＫＭ／約２億８，１４８万ユーロ） 参考：

日本（９８万２，０００ＫＭ／約５０万２，０００ユ

ーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら９月）：①ドイツ（１４億７，４１７万ＫＭ／約７

億５，３７３万ユーロ）、②イタリア（１３億７，４３

３万ＫＭ／約７億２６８万ユーロ）、③セルビア

（１３億３，７４５万ＫＭ／約６億８，３８３万ユー

ロ）、④クロアチア（１１億７，０２９万ＫＭ／約５

億９，８３６万ユーロ）、⑤中国（８億１，０７１万

ＫＭ／約４億１，４５１万ユーロ） 参考：日本

（６，５９７万ＫＭ／約３，３７３万ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年８月、ＢＨ

にはのべ１４０，８６７人（うち日本からは３０８

人）の観光客が訪れた（注：宿泊を伴った観光

客の総計）。 

 

（２）経済政策、公的事業 

●ＢＨ閣僚評議会がＢＨの公的債務に関する

報告書を受理（４日） 

 ＢＨ財務省によると、１６年６月３０日時点の

ＢＨの公的債務は総額約１１９億ＫＭ（約６０億

８，４００万ユーロ）で、前年同時期と比較して

１，９５５万ＫＭ（約１，０００万ユーロ）減となっ

た。ＧＤＰ比では３９．４％。同債務総額のうち、

ＢＨ連邦が５４．７６％、ＲＳが４４．５７％、ブル

チュコ特別区が０．２１％、ＢＨ国家機関が０．

４６％を占める。また、このうち国内からの債

務は約３５億６，０００万ＫＭ（約１８億２，０００

万ユーロ）。 

●ＢＨ下院が石油及び石油製品に対する消

費税引き上げを否決（１９日） 

 ＢＨ下院は、ＢＨ閣僚評議会によって提出さ

れた、石油及び石油製品にかかる消費税引き

上げを行うための消費税に関する法律改正案

を否決した。 

 ＢＨ閣僚評議会によると、引上げによる税収

増は、高速道路の建設に利用される予定だっ

た。 

 

●ロシア検疫当局がＢＨからの果物・野菜の

輸入を再開（２３日） 

 ＲＳ当局は、ロシア検疫局から、ＢＨからの

果物・野菜の輸入禁止を解除する旨通報があ

ったと発表した。この決定に先立ち、ＢＨ対外

貿易経済関係省と、ロシア連邦動植物検疫機

関の間で検疫基準に関する議定書が署名さ

れている。 

 

●ＢＨ連邦民営化庁が、ゼニツァ製鋼所資産

の入札による売却を公告（２３日） 

 ゼニツァ製鋼所は株式の過半数を政府が保

持。売却対象の資産は事務棟２棟と溶鉱炉１

基で、それぞれ８２０万ＫＭ（約４１９万ユーロ）

と３００万ＫＭ（約１５３万ユーロ）が最低応札

価格となる。 

 １６年９月、ＢＨ連邦民営化庁は、ゼニツァ製

鋼所の民営化を承認したことを発表した。 

 

●ＥＵ及び欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）が、Ｂ

Ｈの中小企業支援を発表（３１日） 

「中小企業競争力支援ファシリティ」によるＢ

Ｈ中小企業への融資総額は２，０００万ユーロ

に達し、地元銀行を通じて提供される。 

 

（３）支援、援助 

●日本が次世代車両１２０台をＢＨ内の社会

福祉施設に供与するノン・プロジェクト無償資
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金協力の引渡式（２８日） 

 プロジェクト規模は総額５億円で、ＢＨ連邦、

スルプスカ共和国（ＲＳ）及びブルチュコ特別

区内の計１２０ヵ所の社会福祉施設に対して、

日本製のクリーンディーゼル車４０台及びハイ

ブリッド車８０台を供与するもの。今回の引渡

式ではグリーンディーゼル車４０台がＢＨ側に

引き渡された。供与された車両は、社会福祉

施設のサービス向上のために用いられる。 

 

（４）民間企業 

●日本企業のビジネス視察ミッションによるＢ

Ｈ訪問（６日及び７日） 

 日本として初となるビジネス視察ミッションは、

日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）ウィーン事務所

が企画し、ＢＨ対外貿易会議所及びＢＨ外国

投資促進庁（ＦＩＰＡ）の協力によって実現し、

日本企業１３社が参加した。今回の訪問では、

ビジネス及び投資環境に関するセミナーの開

催、現地有力企業への訪問、現地企業及び

外資企業との交流が行われた。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


